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’納税標龍

で､目築け笑顔の、我が郷土

|の一歩は、再建の一歩
くな親爺、これが住みよい町の税

られ、泣くより笑って、納めよ税金
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Ｆ
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１
１
１
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１
１

ニ
レ

１
１
１
．
１
１
１

二 一

｜
旬

一
建
設
課
Ｉ
新
町
に
お
け
る
鯉
殻
的
工
率

令
税
務
課

一
室
二
課
を
新
設
ま
た
は
独
立
さ
せ
た

理
由
は
次
の
通
り
。

鯛
査
室
１
町
昼
の
公
約
と
繊
想
を
具
体

化
し
町
長
暉
屈
の
室
で
町
の
実
態
を

分
析
鯛
盃
し
、
こ
れ
を
企
画
的
且
つ

総
合
酌
に
難
理
し
て
、
町
振
興
の
促

進
を
図
る
謹
函
で
新
捜
し
た
。

本
年
産
産
米
に
つ
い
て
、
政
府
は
現
行

の
食
覆
管
理
法
の
建
前
の
も
と
に
、
事

前
売
瀝
申
込
制
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
当
町
で
は
本
制
産
に
全
面

的
に
鰹
力
す
る
体
制
莚
と
る
た
め
、
去

る
六
月
十
日
に
米
穀
葹
渡
推
進
協
睡
会

を
組
職
し
た
が
、
そ
の
役
風
お
よ
び
委

画
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

会
憂
金
木
町
長
花
田
一
、
副
会
憂
金

木
地
区
隆
業
委
風
会
長
中
谷
与
石
痴

門
、
同
嘉
瀬
地
区
同
木
立
民
五
郎
、

同
喜
良
市
同
米
谷
甚
九
郎

委
凰
嘉
瀬
交
所
長
宿
村
粂
太
郎
、
喜

良
市
支
所
長
三
上
武
男
、
隆
業
窪
国

会
金
木
地
区
代
表
原
田
室
五
郎
、
吉

田
清
作
、
白
川
勝
雄
、
阿
部
初
男
、

同
嘉
瀬
地
区
代
表
成
田
勇
蔵
、
藤
森

万
四
郎
、
吉
崎
忠
瞳
、
鳴
海
勝
雄
、

ゞ
同
漂
良
市
地
区
代
表
今
久
米
雄
、
古

川
角
石
衛
門
、
工
藤
嘉
之
助
、
桑
田

湾
入
、
金
木
第
一
隆
協
組
合
長
白
川

彌
太
郎
、
川
倉
同
其
田
市
五
郎
、
嘉
瀬

同
内
海
武
七
、
金
木
姪
共
組
合
憂
笛

島
正
守
、
嘉
瀬
向
木
村
金
利
、
喜
良

市
同
山
田
幸
一
、
指
定
雄
荷
業
者
跨

島
正
守
、
田
中
勇
太
郎
、
荒
関
淳
一

角
田
伊
三
郎
、
浜
田
熊
吉
、
津
田
孫

・
一
、
北
川
一
郎
、
花
田
武
雄
、
今
座

太
郎
、
奈
良
勝
乗
、
青
森
銀
行
金
木

一
亭
宇
凸
ヰ
ニ
一
一
一
一
一
毛
凸
『
写
『
一
一
一
幸
画
宇
一
一
■
一
一
一
一
・
■
』
《
一
一
一
一
■
・
』
二
一
｝
一
一
一
一
⑧
■
■
■
凸
ロ
一
一
■
●

艶
馴
会
は
八
月
初
旬
に
一

町
当
局
で
は
合
併
に
よ
る
協
定
事
填
で
｝

ク
木
田
忠
雄
■
絹
建
め
ら
れ

〃
泉
谷
柾
太
郎
具
体
化
さ

を
す
す
め

都
市
計
画
に
乘
り
出
す
県
か
ら
係

米
穀
売
渡
推
進
協
議
会
組
織

新
設 事

前
売
渡
申
込
制
に
協
力

会
長
木
立
民
五
郎
氏

金
木
、
嘉
瀬
、
喜
良
市
の
三
地
区
隆
業

委
員
会
で
は
、
合
併
に
よ
る
連
合
体
組

織
を
つ
く
る
べ
く
検
酎
中
で
あ
っ
た
が

こ
の
程
そ
の
成
案
鞍
得
て
去
る
七
月
五

日
金
木
町
役
堆
に
参
集
し
組
細
会
を
ひ

ら
い
た
。
名
称
は
金
木
町
艇
業
杢
国
会

連
合
会
と
し
、
役
幽
を
次
の
通
り
選
任

し
た
。会
長
木
立
民
五
郎

副
会
長
米
谷
甚
九
郎

〃
中
谷
与
右
衛
門

理
事
白
川
直
銭
、
中
谷
藤
太
郎
、

厘
田
勇
吉
、
成
田
勇
蔵
、
今
久
米
雄

米
谷
満
・

墜
事
白
川
万
蔵
、
小
杉
常
五
郎
、

吉
川
篤
右
徳
門

月
約
二
十
万
円
入
る

た
ば
こ
消
費
税

新
金
木
町
の
た
ば
こ
消
餐
税
は
、
毎
月

平
均
約
二
十
万
円
ず
つ
町
金
暉
に
入
っ

て
き
て
い
る
が
、
町
の
皆
恢
が
五
所
川

匝
や
青
森
に
ち
ょ
っ
と
出
か
け
る
と
き

で
も
、
旅
先
で
買
う
分
も
、
町
内
の
た

ば
こ
屋
さ
ん
か
ら
買
う
よ
っ
に
す
ば
れ

一
・
一
一
一
・
今
●
一
■
一
一
一
■
■
句
』
一
一
一
句
一
宇
■
■
』
一
一
一
一
一
■
●
■
心
・
ロ
ー
一
己
』
一
色
由
宇

が
多
く
な
る
の
と
、
都
市
肘
画
法
適

用
の
率
蜘
な
ど
種
考
慮
し
、
技
術
的

行
政
の
一
元
化
を
図
る
べ
く
、
産
業

継
済
課
か
ら
独
立
設
瞳
し
た
。

隆
林
商
工
課
Ⅱ
産
業
経
済
課
を
建
謹
浬
一

と
隆
林
商
工
抑
に
分
離
独
立
さ
せ
た

の
は
、
町
振
興
の
基
本
毬
な
す
二
千

町
歩
の
水
田
、
三
百
町
歩
の
り
ん
ご

畑
を
持
つ
当
町
と
し
て
は
、
商
工
振

興
と
併
行
し
て
腰
林
行
政
の
画
期
的

発
腿
を
期
す
る
た
め
独
立
さ
せ
た
が

こ
れ
は
当
然
の
措
腫
で
あ
る
。

な
お
こ
の
行
政
機
構
の
改
革
に
伴
う
新

人
率
の
発
令
は
近
く
な
さ
れ
る
予
定
だ

が
、
こ
の
た
び
の
拠
血
は
大
巾
に
行
わ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。

計
画
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
く
予
定

で
あ
る
。
，

’農
業
連
合
会
役
員
決
る

支
店
長
森
岡
亜
雄

ｂ
Ⅲ
，
ｌ
０
１
０
ｊ
０
１
ｆ
旧
ｑ
ｑ

態
は
総
数
一
六
、
九
六
五
人
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
な
お
旧
町
村
別
に
み
る
と

左
の
と
お
り
で
す
。

金
木
八
、
四
二
〈
人

喜
良
市
三
、
二
六
九
人

嘉
瀬
五
、
二
八
○
人

合
討
・
二
〈
、
九
六
五
人

金
木
町
の
人
口

県
弍
窓
文
一
』
、
、
Ｌ
』
、
ｚ
ｌ
レ
展
っ
て
一

（
昭
和
三
十
年
六
月
三
十
日
現
在
）

町
村
合
併
に
よ
り
新
金
木
町
の
人
口
状

壼
濡
鼈
鱸
溌
霊

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

一

口
一

今
年
は
金
木
地
区
三
百
町
歩

金
木
地
区
鯉
業
委
国
会
で
は
、
同
皿
湘

助
が
内
定
し
た
の
で
本
年
は
川
倉
百
町

歩
、
金
木
二
百
町
歩
の
腰
地
を
交
換
分

函
鱸
灘
畦
淵
遡

悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
の
で
御
協
力
の
程

お
願
い
し
ま
す
。

い
間
に
室
読
で
射
た
れ
た
り
、
石
篁

投
げ
つ
け
ら
れ
て
こ
わ
さ
れ
、
ま
た
は
一

な
は
だ
し
い
の
は
、
盗
ん
で
い
っ
た
り
一
《

す
る
者
が
あ
る
の
で
、
折
角
明
る
い
町

を
と
、
町
賓
を
出
し
て
点
灯
は
し
て
い

る
も
の
の
、
こ
の
ま
ま
で
は
お
金
を
投

げ
捨
て
て
い
る
よ
っ
な
も
の
。

鮭

係
で
は
十
分
注
意
は
し
て

い
地
域
な
の
で
目
が
と
ど

、
新
生
富
士

き
け
よ
う

み
の
り

桃
山

日
．
光

街
灯
で
明
る
い
町
に
一

‐
Ｉ
１
１
－

破
損
紛
失
に
協
力
を
一

遡
押
崎
騨
艘
郵
師
霊

を
納
め
て
い
る
か
、
次
に
あ
げ
て
割

一
つ
。

品
名
一
個
当
税
金員

ピ
ー
ス
三
円
九
○
銭

光
二
皇
〈
○
ク

パ
ツ
ト

ー
フ
六
○
多

朝
日
二
主
〈
○
参

屡
地
の
交
換
分
合

Ｆ

一
○
参
四
三
ク

五
ケ
二
○
〃

三
〃
九
○
〃

一
三
ヶ
○
○
ク

四
夕
三
○
ケ

三
Ｖ
氷
祢
凡
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一

蠅
鯉
鰄
擁
離
塑
騨
懸
一
筆
溌
融
鯵
人
達
は
『
養
鷺
農
一
札
溌
総
卵
詑
甦
馴
郡
鶴

弘
南
バ
ス
金
木
中
、

鍵
蕊
謹
謹
競
”
交
通
網
の
城

定
し
た
が
、
中
郡
の
各
町
村
は
弘
加
市

と
お
の
お
の
誘
瞳
陳
摘
の
猛
連
皿
を
腰

に
、
雨
郡
は
黒
石
に
、
東
郡
は
新
城
へ

岻
瓢
目
標
の
指
導
所

養
鶏

◆

ウ
△
■
旨
■
口
車
言
言
言
一
二
二
■
■
■
■
車
三
二
差
二
二
■
■
■
凸
一
■
冒
二
』
二
軍
芸
■
■
■
■
二
一
二
三
三
二
■
■
二
■
口
二
二
・
二
三
岳
■
■
・
■
・
一
二
二
吉
二
二
■
■
■
■
■
一
二
宝
二
三
三
■
■
■
■
二
一
二
一
二
二
■
串
一
■
■
二
二
三
二
一
二
■
■
■
■
申
一
二
二
一
二
二
■
■
■
■
二
言
二
一
嵩
三
■
■
■
■
』
ピ

ロ
麺
凸
■
『
壱
三
三
二
戸
二
■
■
■
■
■
一
二
壱
言
一
二
■
■
一
■
■
Ｐ
二
三
一
三
■
■
■
■
■
三
三
言
二
二
■
■
一
■
■
言
三
二
三
二
■
■
■
■
三
呂
三
』
二
回
■
早
■
■
三
三
三
言
■
■
■
■
言
二
二
二
三
■
■
一
■
■
言
二
言
二
■
■
■
■
一
二
二
一
二
罠
』
■
■
■
■
■
二
呂
三
量
■
■
ロ
ｕ
毒
こ
叩
川
０
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”
州洲
昭
和
九
年
に
廃
止
さ
れ
た
県
工
金
木
郡
鶏
場
の
設
蠅
を
五
戸
に
移
し
た
そ
の
後
、
残
存
施
設
は
ほ
と
ん
ど
利
洲

字
画
】
毎

雁
用
さ
れ
な
い
ま
ま
、
一
千
年
を
無
砿
に
過
し
た
現
青
森
県
総
合
隆
業
研
究
所
金
木
実
験
農
場
内
の
養
鶏
施
設
媚肌抑

師
帥
抑
側謁
は
地
元
民
の
強
い
要
悪
に
よ
っ
て
、
県
で
は
本
年
二
月
青
森
県
養
鶏
病
導
所
と
命
名
し
て
、
再
び
当
地
方
の
鱈

４
１洲
隈
家
塞
鶏
の
棺
導
に
種
種
酌
に
乗
り
出
し
た
が
、
開
設
後
日
浅
い
同
所
の
鰄
蝿
の
労
苦
は
並
大
抵
で
は
な
い
朏

曲
■
酉
一

幅
六
月
も
末
近
い
端
天
の
あ
る
日
、
失
礼
と
は
知
り
つ
つ
予
告
な
し
に
訪
ね
て
み
た
。
曜

岨
〃

伽
誰
⑧
『
二
呂
三
晨
言
■
■
■
■
三
二
苦
宮
言
■
■
■
■
■
言
言
二
二
言
■
■
・
■
■
三
一
二
言
冒
口
■
■
■
■
一
三
一
雷
重
言
■
■
■
■
巳
幸
三
罠
二
言
皇
■
■
■
■
言
胃
』
一
二
三
■
■
■
■
■
二
三
三
一
『
三
■
■
■
■
■
《
言
二
言
呂
三
■
■
■
■
二
言
一
苗
二
二
■
■
二
■
■
三
三
害
二
二
一
■
■
■
■
■
二
■
Ｍ

Ｆ
■
■
二
房
。
二
三
■
■
■
■
一
言
邑
三
三
■
且
■
■
二
二
二
言
一
■
■
■
■
晨
言
三
二
二
■
■
■
■
こ
こ
二
三
二
■
■
』
一
■
一
三
二
三
三
■
■
■
■
言
冒
こ
う
一
■
”
■
■
三
三
三
三
■
■
■
■
言
二
三
二
三
■
■
■
■
三
三
二
一
一
■
■
■
■
二
二
三
二
三
■
■
■
■
↑
一
二
●
。

危
険
な
護
岸
堤
羅
睡

〃
今
秋
ま
で
に
補
識
か

溌
龍
甥
腰
雌
蕊
呼
洲
繊
雛
篭
驍

殴
の
ほ
と
ん
ど
が
五
戸
抑
鶏
幽
に
移

れ
、
県
立
の
郡
祷
鋤
と
い
え
ば
燭
練

八
蓮
田
の
青
森
県
諏
鶏
場
と
五
戸
籾

場
の
二
カ
所
で
あ
つ
だ
た
ま
た
ま

年
青
森
県
諏
鶏
醐
が
国
立
移
侭
に
な

f"ジ
15群

蕊
．::::好:､

蕊
務

電
話
で
も
気
軽
に
利
用

案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
福
の
神

'し

’
､･3』・ン．
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甚報劇

け'

Ｄ
Ｐ
部

毎
尹

蕊蕊驚

瀧
識
蕊
魏
雛
哩
認
纈
溌
舞
腎
鰯

平
山
文
三
郎
氏
（
五
所
川
啄
市
）
の
労
一
壷
を
し
て
い
る
が
、
金
木
地
方
は
『
水

一
田
と
鶏
』
黒
石
地
方
は
『
り
ん
ご
と
鶏
」

善
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

だ
が
鰡
和
九
年
に
金
木
郡
鶏
勤
が
廃
止
一
と
い
う
血
か
ら
分
析
し
、
津
軽
地
方
の

さ
れ
か
肱
悶
は
一
体
な
ん
で
あ
っ
た
の
↑
一
農
家
経
済
の
向
上
を
、
養
鶏
と
如
何
に

基
し
く
稲
作
に
も

悪
影
響
を
年
々
与

え
て
い
る
の
で
、

数
年
前
か
ら
県
股

び
関
係
官
庁
に
町

憂
蛛
じ
め
雛
余
側

や
関
俸
轌
が
磯
津

堤
の
袖
強
沈
辨
を

す
る
よ
う
礫
離
し

曄
号
か
ら
の
洞
羅
娠
もＩ

一

て
差
是
と
こ
ろ
、

乍
年
に
入
っ
て
か １

１
一一

い
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
飼
育
に
対
す
る
研
究
と
努
力
が

足
り
な
い
の
で
あ
っ
て
、
理
の
少
な
い

南
部
地
方
と
比
較
す
る
の
は
あ
た
っ
て

い
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
南
部
の
人

き
な
人
で
な
け
れ
ば
や
る
も
の
で
は
な
一

はら

潔
率り

ぜ脅
四ら
日れ
に五
は月
県廿
隆二
地日

部に

憂
史
に
術
日
に
は
展
林
街
仙
台
展
地
頭

務
局
の
建
駿
部
是
、
設
吋
係
垂
、
開
錘

建
設
課
長
、
腰
林
哲
山
慨
技
官
、
を
れ

に
難
陸
地
部
是
を
加
え
た
一
行
七
名
が

鈍
地
の
視
察
鯛
謹
に
来
町
、
ま
た
七
月

三
’
四
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
県
及

び
仙
台
展
地
頭
務
局
が
同
池
の
水
源
、

士
髄
、
醸
岸
堤
の
漏
水
状
憩
な
ど
の
本

籍
的
鯛
査
を
行
っ
た
が
、
そ
の
緬
処
約

四
千
万
門
の
工
率
費
（
う
ち
五
副
周
航

袖
助
）
で
今
秋
ま
で
に
は
種
工
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、

財
政
雄
か
ら
政
府
の
方
針
で
新
規
部
乗

に
対
し
て
の
鬮
鰍
袖
助
が
な
か
な
か
困

一
雄
で
は
な
い
か
と
の
兇
解
が
如
く
な
つ

〒
漏
り
、
け
っ
し
て
蕊
観
な
ゆ
苞
さ
な

Ｂ
ｌ
ｆ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
１
９
Ｈ
９
。
Ⅱ
Ｏ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
ｊ
０
ｌ
Ｐ
Ⅱ
Ｉ
３
１
ｏ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
１
ｌ
１
１
９
０
４
０
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｄ
ｌ
０
９
ｊ
０
０
Ｉ
０
ｆ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
８
Ⅱ
１
１
９
１
西
Ｅ
８
Ｉ
ｑ
Ｉ
０
可
０
０
１
日
Ⅱ
６
０
１
冊
ｆ
ｔ
１
０
Ｆ
１
Ｉ
１
０
，
Ｉ
ｏ
ｌ
Ｉ
０
４
ｌ
ｌ
０
１
１
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
’
１
１
４
１
１
１
１
４
１
１
１
１
１
１
４

｜’
－

現
在
使
用
し
て
い
る
建
物
は
、
事
務
一

練
、
鶏
舎
三
棟
で
、
そ
の
総
建
坪
敵
は

一
八
六
坪
、
畑
二
町
二
反
。
ふ
ら
ん
器

鐘
霧
凝
議
燕

い
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
。

｛
し
て
も
緬
極
的
に
協
力
し
た
い
所
存
か

期
が
気
に
な
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
県
は
一
ら
で
あ
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
雑
時
七
台

じ
め
、
仙
台
隆
地
率
務
局
、
雁
林
省
と
一
の
パ
ス
を
お
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

の
交
渉
結
果
は
、
急
速
に
は
進
ん
で
は
一
出
張
所
は
七
月
二
十
四
日
頃
ま
で
に
は

い
る
が
、
決
し
て
楽
銀
は
許
さ
れ
な
い
一
設
瞳
し
た
い
。

の
た
め
醗
会
側
及
び
関
係
者
が
、
一
丸

国
嘩
袖
助
が
な
い
と
き
は
、
農
林
漁
業
一
な
お
期
年
は
十
五
台
の
パ
ス
を
お
き
、
｜

龍
灘
蕊
葎
製
鱸
懸
眺
辮
撫
縄

【
蔦
‐
鮭
瞳
な
厩
枝
翻
の
陳
岸
継
塞
繩
瀧
蝿
灘
洲
鵬
口

と
な
っ
て
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
』
と
一
こ
と
を
決
定
し
た
。

鰭
っ
て
い
た
。

堀
】
・
か
‐
“
些
聯
鮎
の
話
『
将
来
關
勤
ネ
ル
一

◇
古
趣
物
で
不
備
だ
が

將
宋
に
希
塞
を

【
写
興
Ｉ
バ
タ
リ
ー
育
雛
器
】

弘
南
奪
ハ
ス
金
木
中
心
に

一
弘
郡
パ
ス
五
所
川
隠
営
塞
称
垂
の
話
Ｉ

二
台
（
一
台
一
万
カ
用
）
パ
タ
リ
ー
青

雛
器
四
台
二
台
五
百
羽
用
）
の
設
揃

で
、
当
初
穂
卵
莚
不
足
し
、
一
時
五
戸

極
鶏
湯
か
ら
融
通
し
て
貰
う
な
ど
し
て

間
に
合
わ
せ
て
き
た
と
い
う
。

六
月
現
在
で
稲
鶏
は
三
二
○
羽
（
う
ち

雄
二
四
羽
）
あ
る
の
で
、
ど
う
や
ら
所

内
の
分
だ
け
で
間
に
合
う
よ
っ
に
な
つ

商
工
会
と
し
て
は
全
耐
的
に
協
力
す
る
一

交
通
網
の
拡
張
を
計
画

一
Ｂ
▼
？
■
●
■
■
■
●
■
■
■
■
。
■
■
●
●
■
■
■
②
■
■
甲
ｅ
■
■
０
日

一
◇
知
ら
な
い
地
元
民
？

一
嘉
瀬
、
璽
良
市
に
利
用
者
多
い

－
℃
●
■
●
凸
巳
■
凸
■
●
■
■
●
■
■
●
■
■
■
■
●
。
■
凸
■
■
●
ｑ
■
■
●
■
●
■
①
■
■
巳
■
仏

一
二
月
附
設
以
来
今
ま
で
に
ひ
な
一
万
四

一
千
’
一
万
五
千
羽
を
払
下
げ
た
が
、
地

一
元
よ
り
も
脅
森
、
弘
前
、
黒
石
方
獅
の

一
人
達
の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

》
－
こ
れ
は
『
利
用
慈
欲
』
が
な
い
と
い
う

一
一
よ
り
は
、
養
鶏
櫃
導
所
が
金
木
に
あ
る

↓
一
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

同
所
で
は
『
規
模
が
小
さ
い
の
で
利
用

者
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
が
ち
に
な
る
か

ら
だ
ろ
う
。
県
の
予
算
の
関
係
も
あ
る

・
の
で
早
急
に
充
実
は
で
き
な
い
が
、
地

一
元
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
は
案
外
早

た
か
、
そ
れ
で
も
と
か
く
不
足
腱
ち
で

地
方
秘
鶏
家
の
角
田
源
三
郎
、
山
口
繁

男
、
白
川
平
造
、
・
中
谷
勝
四
郎
、
其
田

義
則
の
渚
氏
か
ら
穂
卵
の
援
助
を
得
て

一
い
る
城
態
に
あ
る
の
で
、
秋
ま
で
に
は

一
総
数
五
百
羽
を
瑠
す
猷
画
を
た
て
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
（
白
レ
グ
が
最
も

一
多
く
八
割
、
そ
の
他
ロ
ー
ド
・
ロ
ッ
ク

・
が
主
体
）

一
丞
準
幟
壼
翻
る
の
で
は
な
い
か
』
と
い

■一

の
完
成
と
共
に
、
国
鉄
の
幹
線
に
近
づ

く
た
め
に
も
、
青
森
ｌ
金
木
間
の
哩
通

通
路
の
実
現
を
図
り
た
い
と
も
考
え
て

い
る
矢
先
、
弘
南
パ
ス
の
今
回
の
こ
と

唾瀞鑑身 …
￥.

勇議謹選蕊
” 苧

鞍

鐸

戦

”
〆ザ

１
４
１
１
１
４
４
４
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
４
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Ｉ
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４
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
‐
０
Ⅱ
１
．
０
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
ｇ
０
ｒ
■
■
０
■
９
８
Ｉ
０
１
Ｄ
Ｉ
ｌ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
４
ｊ
Ｈ
■
１
日
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
５
Ｉ
９
Ｉ
９
■
１
１
１
０
■
１
１
・
Ｉ
１
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
巳
５
０
．
４
℃
６
０
０
０
９

１
１
１
１
１
１
１

輝

－

は
、
町
発
展
の
た
め
ま
こ
と
に
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
る
。
全
町
協
力
一
致
し
て

こ
の
実
現
を
期
し
た
い
。

町
発
濯
の
た
め
有
利
に
な
る
と
い
う
理

由
は
、
今
更
印
上
げ
る
ま
で
も
な
い
が

将
来
西
郡
か
ら
金
木
Ｉ
宵
森
闘
の
路
線

と
、
五
所
川
原
ｌ
金
木
ｌ
小
泊
間
の
路

線
と
の
交
叉
点
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
た
っ
た
一
つ
の
こ
と
で
十
分
で

あ
る
と
思
う
』

鰯
今
ま
で
の
産
卵
成
織
は

四
月
七
五
％

五
月
七
四
％
、

太
月
七
三
％

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
秋
ま
で

は
率
の
下
る
の
が
普
通
。
．

一
日
の
平
均
産
卵
数
は
一
七
○
’
一
八

ｰ

》

唖
唖
《
亦
収

茨

牛

澗
氏
並
び
に
カ
メ
ラ
マ
ン
大
竹
新
助
氏
一
定
で
あ
る
。

が
、
去
る
七
月
八
日
来
町
、
斜
陶
鰹
に
写
興
Ｉ
謁
隅
館
前
で
…
左
よ
り
作
錘

投
這
百
に
わ
た
っ
て
鯛
査
し
た
．
⑳

小
山
溝
、
カ
メ
ラ
マ
ン
大
竹
新
勘
、

蕊
罐
雛
懲
鴎
睡
花
園
製
、
車
駕
一
の
繕
震

＃
？

’一

▽
金
木
高
校
ｒ
●
田
●
Ａ
で
は
近
く
完

太
宰
治
全
集
資
料
調
査
に

成
を
み
る
同
校
校
舎
の
落
成
記
念
事
業

金
木
町
の
生
ん
だ
作
球
太
宰
治
全
染
の
一
学
運
湾
野
公
幽
高
長
根
、
鹿
の
子

鮎
蓬
膨
謁
篭
磁

決
定
版
を
目
下
銅
桑
中
の
筑
醒
癖
房
で
一
滝
、
藤
の
滝
な
ど
案
内
し
た
。

は
、
こ
れ
が
黄
料
収
集
の
た
め
、
小
山
一
な
お
こ
の
全
無
は
九
月
中
に
発
行
の
子

こ
こ
鳥
駕
画
繊
惑
蕊
灘
灘
鱗

『
昭
和
二
干
年
一
月
廿
七
日
附
県
報
』
一
お
り
、
替
通
隆
嫁
で
も
五
十
羽
位
は
鯛

に
詳
細
載
っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
そ
の
一
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
方
で
も
、
よ
く

主
な
る
沓
ら
で
、
地
域
社
会
に
速
急
に
一
や
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
全
般
か

一
ら
み
て
、
南
部
に
は
ま
だ
ま
だ
の
感
が

必
饗
な
噛
め
は

１
、
技
術
の
替
及

一
幸
鯉
鰄
睡
地
方
の
養
頚
の
実
態
鯛

２
、
経
営
の
合
理
化

‐
１
０
０
■
０
匹
０
０
口
Ⅱ
甲
０
９
１
１
８
３
９
１
１
１
４
．
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｇ
６
０
■
ｑ
ｐ
Ｉ
Ｉ
可
△
Ｉ
Ｇ
４
１
９
１
Ｉ
ｒ
ｒ
ｌ
ｌ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
、
１
１
１
０
■
９
１
０
０
１
１

小
山
、
大
竹
両
氏
来
町

○
側
で
一
般
消
餐
者
の
需
用
に
は
不
足

で
あ
る
が
、
こ
の
秋
頃
に
は
鶏
肉
と
共

に
満
足
を
与
え
得
る
よ
う
に
な
る
ら
し

い
。

職
員
は
所
長
始
め
、
庶
務
係
長
大
坂
了

塵
、
業
務
係
長
神
成
電
三
氏
の
他
二
名

で
臨
時
騒
園
員
八
名
を
合
せ
討
士
一
茗

の
世
需
だ
と
い
う
。
、

『
育
雛
期
に
は
人
手
が
不
足
で
困
る
で

し
ょ
う
』
と
た
ず
ね
れ
ば
、
答
え
て
も

く
れ
な
い
が
否
定
も
し
な
い
。

◇
痘
術
蟹
及
と

経
垂
改
善
が
使
命

◇
好
奇
心
は
失
敗
の
も
と

歴
谷
地
所
憂
の
蹄
…
鶏
の
病
気
に
は
い

ろ
ん
な
病
気
が
あ
っ
て
、
人
間
の
よ
う

に
法
定
伝
染
濤
も
あ
り
、
好
奇
心
か
ら

饗
鶏
を
は
じ
め
る
の
は
失
敗
の
も
と
で

－－保育所母の会一一可
｜

－浅虫へ親子g旅行一」

れ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
れ
を
方
向
づ
け

る
の
が
掴
導
所
の
任
湧
で
も
あ
り
、
ま

た
使
命
で
も
あ
る
よ
う
だ
。

だ
そ
う
で
あ
る
。
一
査
を
は
じ
め
て
い
る
が
、
地
理
的
桑

れ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
れ
を
方
向
づ
け
一
つ
と
も
手
軽
で
、
方
法
さ
え
興
ら
な

『
経
営
の
合
理
化
』
に
つ
い
て
は
、
こ
か
ら
み
て
も
、
乳
牛
等
の
大
家
藩
の

れ
か
ら
先
の
こ
と
に
問
題
が
多
く
残
さ
湾
は
、
自
然
制
約
を
亜
け
る
の
で
、

［
が
ｆ
１
Ｉ
Ｇ
Ｑ
ｂ
４
ｐ
ｂ
１
Ｊ
ｖ
申
Ｇ
Ｏ
Ｄ
心
１
４
Ｅ
３
β
口
ｂ
町
争
。
も
■
〃
■
乃
口
■
Ｑ
、
●
Ｏ
Ｌ
■
Ｊ
、
ｊ
Ｆ
も
、
げ
げ
且
■
グ
０
Ｇ
勺
β
ｑ
ｑ
Ｇ
Ｉ
ｎ
司
夕
Ｂ
Ｂ
Ｂ
６

幽

金
木
町
保
湾
所
母
の
余
委
基
西
沢
と
み
）
で
は
、

育
所
の
子
供
さ
ん
を
中
心
に
、
親
子
の
浅
虫
旅
行
鞍

施
し
て
き
た
が
、
今
年
も
、
保
母
さ
ん
方
の
『
汽
車
、
一へ

バ
ス
の
乗
り
方
』
に
つ
い
て
の
実
地
指
導
を
余
れ
て
、
一

去
る
十
四
劃
、
一
行
二
亘
羊
名
が
金
木
’
五
所
川
脇
一

心
〈

は
津
鉄
の
臨
時
列
車
を
利
用
、
五
所
川
躍
か
ち
ま
弘
閑
ｆ
一

パ
ス
五
台
に
便
乗
し
、
午
瑚
中
は
藩
覧
船
等
軍
浅
虫
水
》〉

族
館
を
見
学
。
）〉紬

昼
食
は
南
部
屋
で
と
り
、
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
同

館
の
ロ
ー
マ
風
呂
に
ひ
た
る
な
ど
、
蕊
し
い
一
日
蓮

ご
し
た
。
ロ
一

な
お
州
途
パ
ス
で
青
森
市
内
を
見
学
し
て
午
後
七
時
半
一〉

全
員
無
率
金
木
に
到
麹
し
た
。
〉

■
ｇ
も
ｑ
Ｄ
ｒ
Ｌ
Ｂ
ｇ
ｂ
Ｕ
ｂ
凸
ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｊ
ｇ
ｂ
Ｂ
ｑ
も
０
■
Ｑ
Ｌ
ｕ
Ｂ
０
ｑ
０
Ｆ
ｈ
９
〃
ｆ
、
１
，
０
℃
け
ｇ
９
Ｑ
″
〃
も
■
Ｆ
ｂ
ｏ
ａ
０
Ｇ
、
ｊ
ｐ
ｃ
４
■
■
凸
Ｆ
ｆ
ｇ
、
一
■
Ｇ
ｂ
ｂ
ｄ
ｈ
《

▽
去
る
七
日
田
沢
県
敏
育
庁
学
校
奮
理

一
課
長
が
来
金
。
金
木
麺
校
、
同
中
学
校

時
田
小
学
校
な
些
秘
察
Ｄ
上
、
相
内
、

小
泊
向
金
木
分
校
に
向
っ
た
。

学
、

行
は
去
る
七
月

れ
函
館
、
味
■

円
醒
Ｕ

▽
聖
雲

て
い
た

‐
Ｊ
‐
１
１
１
■
・
ミ
ヨ
閃
ざ
‐
一

完
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
所
の
名
削
は
、
少
し
』

ま
す
が
、
電
賠
で
も
す
ぐ
一

走
り
出
す
よ
う
、
腰
を
鰹
〆

、
つ
と
も
手
軽
で
、
方
法
さ
え
誤
ら
な

一
当
折
導
所
は
開
般
後
日
浅
く
、
施
殴

れ
ば
確
実
な
収
入
蓮
郷
ら
れ
る
鶏
を

は
す
す
め
ま
す
。

養
鶏
の
モ
デ
ル
地
禰
に
す
る
こ
と
で
す

１
１
１

声
学
校
だ
よ
り
☆

事
務
所
の
名
削
は
、
少
し
角
ば
っ
て
い

ま
す
が
、
電
賠
で
も
す
ぐ
ズ
イ
』
ル
ー

走
り
出
す
よ
う
、

て
い
ま
す
か
ら
、

御
利
用
下
さ
い
。

私
逮
の
目
撫
、
》
《

不
完
陶
で
は
あ
る
が
、
昔
祁
鵡
場
の

っ
た
こ
の
地
方
の
方
々
の
理
解
あ
る

力
と
媛
助
と
に
よ
っ
て
私
逮
の
任
務

全 ）
を
叢
瞳
す
る
事
に
な睡

醒
丸
率
件
で

た
金
木
小
学

て
、
エ
ン
ジ
色
の
地
に
金
、

ツ
ジ
を
あ
し
ら
っ
た
校
旗
（

L




